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１．概要（Summary ）： 

細胞内輸送の担体である生体分子モーターを固定

した基板上では、アデノシン三リン酸（ATP）存在下

で相互作用する微小管フィラメントが並進運動を示

す事が知られている。微小管フィラメントの運動方向

が微小管の構造に依存した偏向を示すというこれま

での知見から、この偏向を増幅することで微小管フィ

ラメントの構造に応じたソーティングが可能になる

ことが期待された。そこで偏向を増幅できるようなマ

イクロ流路設計とモールド作製のためにナノテクノ

ロジーハブ拠点の装置を利用した。 

 

２．実験（Experimental）： 

任意のサイズのシリコン基板上にネガティブフォ

トレジスト剤 SU-8を滴下し、スピナーで均一に拡散

させた。加熱・冷却操作により SU-8をベイクしたの

ち、両面マスクアライナ露光装置を用いて紫外光を

100 mJ/cm2, １分間照射した。その後基板をイソプパ

ノールで洗浄・現像することで SU-8モールドを作製

した。また実験条件により片面マスクアライナ露光装

置も併せて使用した。共通の構造を含む２パターンの

SU—8モールドを作成し、それぞれのモールドの形状

プロファイルはクリーンルーム内の 3Dレーザー顕微

鏡を用いて計測を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

作製した SU-8モールドが現像・洗浄操作の後剥離

することが確認されたため、露光強度を調節すること、

またマスクとレジストを密着さ照射光の漏れを抑制

することで剥離は解消された。また 3D レーザー顕微

鏡を用いた測定により、目的とする形状のモールドが

作製できたことを確認している（Fig. 1）。 

 

Fig. 1 3D laser microscope image of the SU-8 mold 

and its height profile.  

 

４．その他・特記事項（Others）： 

今後の課題として、タンパク質溶液の導入方法の確

立と、分岐部分角度や直線部分長さの最適化が求めら

れる。本研究は京都大学大学院工学研究科マイクロエ

ンジニアリング専攻 横川隆司准教授との共同研究

による。 
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